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What's New

研究プロジェクト「機能性を強化したきのこの成分育種及び栽培技術の開発」の紹介
きのこ・微⽣物研究領域⻑    ⽯原 光朗

 
  きのこは⾷物繊維を多く含み、低カロリー
で⽣活習慣病の改善など機能性成分を含有して
おり、⾼齢化社会を迎えたわが国にとって国⺠
の健康維持に⽋かせぬ⾷品の⼀つです。きのこ
⽣産は、国内林業が停滞する中で、中⼭間地の
農林家の複合経営上⼤きな位置を占めており
（平成14年のきのこ類は林業粗⽣産額の
41％）、これが間接的に⾥⼭林の整備、森林の
公益的機能の維持に重要な役割を果たしていま
す。しかし、近年、⼤規模⽣産企業の参⼊や中
国産のシイタケの輸⼊増加（乾しシイタケの⾃
給率はこの10年で約20ポイント低下し、平成
15年で31％）による供給過剰で市場価格の低迷
が続き、中⼭間地域きのこ⽣産者の経営を脅か
しています。原材料の経費削減、収穫の効率化
などの⽣産者の経営努⼒によっても収益が上が
らず、⽣産意欲を萎えさせており、中⼭間地の
きのこ産業の振興には公的機関による研究⽀援
がこれまで以上に必要な状況となっています。
 

  中⼭間地できのこ栽培の存続、安定⽣産を
維持するためには、低価格の外国産や⼤⼿企業
産との差別化を図り、消費者に納得してもらえ
る安全で良質な国産きのこを安定供給できる地
産地消の体制づくりが必要です。きのこには⾷
物繊維による整腸作⽤が期待できるだけでな
く、種類によって⾎圧降下、⾎清コレステロー
ル低下、抗⾎栓、抗腫瘍、⾻粗鬆症や痴呆症の
防⽌などの機能性成分が含まれています。これ
らの機能性を強化したきのこを摂取することは
⽣活習慣病、がんの予防になり、医療費の削減
につながると考えられます。また乾しシイタケ
には特有のニオイがありますが、ニオイ成分量
の制御可能な栽培技術を開発し、消費者の幅広
い嗜好性に応えることによって、⾃給率の向上
に結びつくと考えられます。

  本研究は森林総合研究所の交付⾦プロジェ
クトⅠとして、公⽴試験研究機関や⼤学との連
携の下に、きのこ特有の機能性成分を⾼める成
分育種及び栽培技術の開発、及び乾しシイタケ
のニオイ成分量を制御する栽培技術の開発を平
成16年から3年間の予定で実施します。研究対
象のきのこ及びその成分は、機能性については
ブナシメジ、ハタケシメジのアンジオテンシン
変換酵素阻害活性、ヤマブシタケ（写真）のヘ
リセノン類、マンネンタケのエストロゲン様成
分、シイタケのレンチナンであり、また乾しシ
イタケの嗜好性についてはレンチオニンなどの
ニオイ成分です。アンジオテンシン変換酵素は
⽣理的に不活性のペプチドであるアンジオテン
シンⅠから⾎圧上昇活性を⽰すアンジオテンシ
ンⅡを⽣成することから、酵素阻害剤は⾼⾎圧
症の降圧剤として利⽤されています。ヘリセノ
ン類は神経⽣⻑因⼦の合成誘導促進物質である
と報告されており、脳神経細胞の増殖促進作⽤
からアルツハイマー症の改善効果が期待されて
います。エストロゲン様成分には⾻粗鬆症の予
防効果が、またレンチナンには免疫機能の賦活
増強による抗腫瘍活性が認められています。
 

  きのこ特有の機能性成分を⾼含有する育種
素材の成分育種や機能性成分含量を⾼める栽培
技術を開発し、公⽴試験研究機関、林業専⾨技
術員、林業改良指導員等を通じて、中⼭間地の
きのこ栽培品種を健康増進機能を持つ、⾼付加
価値の品種へとシフトを進め、国際競争⼒を有
する産業構造へ転換を図っていくことを究極の
⽬的としています。

写真 ヤマブシタケ
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